
自 由 研 究 委 員 会 

 

 今年度も引き続き、数学部会のホームページの運

営・更新を第一の任務として活動した。 

昨年、一昨年に続き、今年度も２名のメンバーの入

れ替えがあり、５月の研究委員会の段階ではゼロから

のスタートと等しくなった。運営形態や更新方法を理

解し合うため、本年度も改めて委員会で集合し研修を

行った。 
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また、今年度は自由研究という本来の立場にたって

の研究を行うまでには至らなかった。 

 

 高教研数学部会のホームページについて  

 

  愛媛県立三間高等学校     山 本 新 吾 

愛媛県立松山東高等学校    兵 頭 道 淳 

愛媛県立松山工業高等学校   笠 﨑 泰 孝 

愛媛県立八幡浜工業高等学校  竹 田 浩 一 

愛媛県立吉田高等学校     吉 田 英 樹 
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１ 高教研数学部会ホームページの運営・更新 

 

ＣＭＳによるスムーズなホームページ運営・更新が軌道

に乗り始めつつも、メンバーの入れ替え等があり、必ずし

も順調とはいえないが何とか更新を続けていた。今年度も

委員会としては痛手となるメンバーの入れ替えがあり、作

業分担や更新手順・方法の引継確認のため、例年のごとく

改めて自由研究員会で集合し相互研修を行った。その結果

として、なんとか順調に運営更新が出来ている状況である。 

また昨年度、今後の課題として「地区会だより」の指導

案の内容分野別閲覧を掲げていた。メンバーの入れ替えで

直ちに実現は難しいであろうと考え２年計画としていたが、

委員全員の努力によりなんとか実現することができた。 

 

２ 平成 23 年度の各委員の研究内容 

 

愛媛県立三間高等学校  山 本 新 吾 

・ホームページのコンテンツ（内容）の研究 

・ホームページのリンク先についての研究および更新 

・南予地区研究会の指導案と研究会の内容の公表に関する



準備 

・部会誌用の原稿作成 

 

愛媛県立松山東高等学校    兵 頭 道 淳 

・ホームページのコンテンツ（内容）の研究 

・地区会だよりの指導案分類の準備 

・平成 23 年度の数学部会誌の研究の著作権に関する調査 

・東中予地区研究会の指導案と研究会の内容の公表に関す

る準備 

 

愛媛県立松山工業高等学校  笠 崎 泰 孝 

・ホームページのコンテンツ（内容）の研究 

・自由研究委員会講習会の手配、実施 

・指導案、県学力テストの単元別分類 

 

愛媛県立八幡浜工業高等学校  竹 田 浩 一 

・ホームページのコンテンツ（内容）の研究 

・指導案、県学力テストの更新 

・地区会だよりの指導案分類の準備 

・東予地区研究会の指導案と研究会の内容の公表に関する

準備 

 

愛媛県立吉田高等学校  吉 田 英 樹 

・ホ－ムページのコンテンツ（内容）の研究 

・指導案、県学力テストの更新 

・地区会だよりの指導案分類の準備 

・平成 23 年度の数学部会誌の研究の著作権に関する調査 

 

３ 今後の課題 

 

２年計画としていた「地区会だより」の指導案の内容分

野別閲覧ページができたことは一つの成果である。それと

いうのも今回は幾分操作に長けたメンバーに恵まれたとこ

ろが大きい。その道に精通した人であれば労力も時間も最

小限ですむのであろうが、現実的にはそうはいかない。 

改めて自由研究委員会の活動内容を考えるに、５月最初

の第１回研究部の集合だけでは円滑な活動は現実的に困難

である。どうしても別の機会に日程を合わせて再集合しな

ければならない。いずこかの学校に迷惑をかけ、設備等も

利用させてもらわなければならない。数時間の研修で全体

を把握していくのもかなり大変である。現在はメンバーの

善意・良心でうまく活動できていると実感している。これ

も自由研究員会の活動内容の一つであると考え今後も頑張

っていきたい。 

また、最近ホームページアクセス数が過去にない勢いで

増えてきているのを実感している。周知度が上がってきた

証拠であるとメンバー全員で信じている。そうなればやは

り適確な運営・更新が不可欠である。今後とも様々な意見

をいただきながら、よりよいホームページになるように活

動していきたいと思う。 

さらに、メンバーに余裕ができれば本来の自由研究の立

場に立った研究も実施したい。 
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